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湯前議会議長  倉本 豊 様 

 

               湯前町議会議員 

 

 

 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和元年１１月２２日（金） １３時３０分～１６時４５分 

場 所  熊本県市町村自治会館２階 本館２階 講堂 

目 的  令和元年度 町村議会広報研修会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

講師 ：熊本日日新聞社ＮＩＥ専門委員・ 

熊本大学客員教授 越地 真一郎 氏 

テーマ：「待ったなし！！ 大胆刷新へ真剣討議」 

 

【第４グループ】南小国町、南阿蘇村、津奈木町、多良木町、湯前町、

苓北町、益城町、氷川町 

※＿＿囲みはクリニック希望町村 

 

１．研修内容 

主な内容は次のとおり。 

◎「持続可能」な広報へ 

・議会もＳＧＤｓ(持続可能な開発目標)の視点を持つ 

・広報づくりで議員力アップ 

 

◎クリニック 

・第４グループのうち、６町の議会広報について重点項目の質疑応答 

・全国トップ町村に学ぶ 

 



◎刷新への突破口 

・第三者の視点 

・議会広報が変われば、町村が変わる 

 

 

２．所感 （※議会・議員として、どう関わるか） 

今回の改善点(以下)を、次号で対応する。 

 

【クリニック】 

〇「議案審議 賛否一覧」のタイトルをつける。 

〇町広報担当など第三者の視点を入れる。 

 

【印刷会社との懇談会】 

〇議会から印刷会社へ渡す原稿は、フォルダで分類し、その中に文章と画

像のファイルを入れる。(これまではワードファイル一式と画像フォル

ダ) 

〇印刷会社(プロの視点)からの改善提案を求める。 

 

【その他】 

〇本町議会だよりの「編集要領」を最新版に更新し、次回の企画会議で提

示する。その中で「持続可能な議会だより」を、基本方針に追加する。 

 

 

 

 

 


